
  

  

 

 

 

 

～後期始業式でのお話～  

 今日から後期が始まりましたが、良い自分が現れるための準備はできてい

ますか。 

 良い自分が現れるために大切なことを話します。それは結果ではなく途中

が大切ということです。最後に良かったか・悪かったか、勝ったか・負けた

かだけを考えるのではなく、途中でどれだけがんばったかということです。 

 あるスポーツで練習を全然しない人、人の悪口を言ったり傷つけたりする

人、いじめをしたり、態度が悪かったりした人が優勝しました。その人を素

晴らしいと思いますか。私は思いません。たとえ、負けても一生懸命に練習し、誰にでも優しく、

決まりもきちんと守っている人のほうが素晴らしいと思います。結果よりも途中が大切という

ことは、こういうことです。上島田小学校では、９月にすもう大会がありましたね。勝った人だ

けが素晴らしかったですか。そうではありませんね。勝っても負けても、きちんと礼ができ相手

に感謝する態度がみなさんにありました。みなさん全員が素晴らしかったと思います。この気持

ちを大切にしてください。 

 特に６年生は、半年後には中学生になります。中学校は、小学校と違うところがたくさんあり

ます。そのことを考えて残りの半年を中学生への準備の期間として過ごしてください。大切なこ

とは、結果ではなく途中、つまり毎日の生活や気持ちです。 

 ～ふれあいバザー【１１月１９日（日）】内容変更のお知らせ～ 

 今年度のふれあい参観日は、１１月１９日（日）に実施します。日程は以下のとおりです。 

なお、本年度よりふれあいバザーの遊休品販売がなくなりました。 

 ご了承ください。 

   日 程  ８：３０～ ９：１５  授業参観 

        ９：３０～１０：５０  ふれあい交流の集い 

        １１：２０～       喫茶･ゲームコーナー 

～１１月の行事～ 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

２ 木 光市音楽会（１～４年生） 

１５ 水 

児童朝会 

６ 月 
集金 読み聞かせ 

クラブ活動 学校運営協議会 

７ 火 小小連携４年生 １７ 金 バザー準備 

９ 木 
あいさつ運動 １９ 日 ふれあい参観日 

社会見学３年生 ２０ 月 振替休日 

１１ 土 山口県教育の日 ２１ 火 小小連携２年生 

１２ 日 三島文化祭 ２４ 金 シマヤ出前授業３年生 

１３ 月 スキルアップ 
２７ 月 

クラブ活動 

１４ 火 
交通指導 避難訓練 

英語で遊ぼう ３０ 木 就学時健診 
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～授業紹介（学力向上推進教員資料より）～  

１年 算数「とけい〔１〕」  杉田教諭 

【ねらい】時刻のよみについて、興味と関心をもつ。 

時計の仕組みを知り、何時、何時半の時刻をよみ、つくることができる。 

★授業改善に向けたポイント  ワークシートを使って、読み方や書き方を丁寧に指導する。 

  

 

 

 

 

 

２年 算数「計算のじゅんじょ」  青木教諭 

【ねらい】式を読む活動を通して、数量の相等関係や大小関係を、等号や不等号を使って式に表す

ことができる。 

★授業改善に向けたポイント 等号や不等号を用いた１つの式を、数の関係を表す言語として解釈させる。 

 
  

 

 

 

 

 

 

★時計をしっかり観察させる！ 

 児童が、普段の生活で使う時計は、デジタル時計が多くなってき

ています。以前と比べ、アナログ時計を生活の中で読む機会が少な

くなってきているのです。 

 そこで、杉田先生は、まず、時計を見て気付いたことを発言させ

ました。児童は、次のような意見を出しました。 

 ・はりがある。  ・はりの長さが違う。 

 ・長いはりと短いはりがある。 ・数字が 1 から１２まである。 

 時計の模型を動かして見せることも大事でしょう。長い針の方が

短い針よりが速く回ること、針が回る方向、長い針が一周すると、

短い針が次の数字を指すこと等をつかませると、時計の読み方の理

解につながりやすくなります。 

 

★同じ活動の繰り返しで、やることが分かる！ 

考え方が分かる！ 
 ３問の問題に取り組ませましたが、次のような活動のパタ

ーンを３問とも仕組んでおられました。 

①問題文を書き写す。②買えるか買えないかを書く 

③なぜ、そう考えたのか理由を書く 

そのため、どの児童も安心して活動に臨めました。 

 また、１問目を解決する際、一人学びの様子を見取り、モデ

ルとなる児童を発言させました。これを板書することで、２問

目、３問目では、どの児童も、理由の書き方が上手になりまし

た。 

 


